
　
平
成
２
２
年
、
北
見

赤
十
字
病
院
で
医
療
活

動
に
携
わ
る
全
て
の
人

に
感
謝
し
、
病
院
の
医

療
活
動
の
現
状
と
将
来

を
考
え
、
支
援
す
る
目

的
で
当
会
は
設
立
さ

れ
。
今
年
、
創
立
８
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　
あ
ま
り
無
い
活
動
な

の
で
、
一
般
に
は
馴
染

み
が
な
く
、
発
足
当
初

は
活
動
も
停
滞
気
味
で

あ
っ
た
が
、
最
近
、
病

院
の
理
解
も
深
ま
り
、

信
頼
関
係
も
確
立
し
、

新
病
院
の
開
院
を
機
会

に
更
な
る
活
動
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
私
た
ち
の
活
動
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
少
し
で

も
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
こ
う
と
、
北
見
赤
十

字
病
院
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
お
借
り
し
て
「
創
立

８
周
年
記
念
活
動
パ
ネ

ル
展
」を
開
催
し
ま
す
。

　
開
催
は
１
０
月
い
っ

ぱ
い
で
す
。
パ
ネ
ル
の

数
が
多
い
の
で
、
月
の

前
半
と
後
半
で
入
れ
替

え
て
展
示
し
ま
す
。

　
平
成
２
７
年
１
０

月
、
第
５
１
回
日
本
赤

十
字
社
医
学
会
総
会
が

北
見
で
開
催
さ
れ
た

時
、
北
見
市
立
体
育
セ

ン
タ
ー
・
ポ
ス
タ
ー
会

場
の
休
憩
コ
ー
ナ
ー
に

展
示
し
た
パ
ネ
ル
に
最

近
の
情
報
を
加
え
て
パ

ネ
ル
を
作
製
し
ま
す
。

　
展
示
は
会
の
歩
み
の

年
表
、
機
関
紙
「
オ
ホ

ー
ツ
ク
の
風
」
の
創
刊

号
か
ら
最
新
号
ま
で
、

そ
し
て
北
見
赤
十
字
病

院
の
大
判
写
真
を
台
紙

に
貼
り
付
け
た
も
の
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

　
平
成
２
２
年
４
月
６

日
、
本
紙
の
創
刊
号
が

発
行
さ
れ
た
。
そ
の
紙

面
は
Ａ
３
の
片
面
２
つ

折
り
で
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
プ
リ
ン
タ
ー
で
プ
リ

ン
ト
し
た
簡
素
な
も
の

で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
旧
北
見
市
役

所
跡
地
へ
の
新
病
院
の

移
転
や
北
見
市
の
多
額

の
財
政
支
援
な
ど
市
政

の
争
点
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
こ
と
へ
の
理
解

を
少
し
で
も
深
め
よ
う

と
、
創
刊
号
の
１
面
ト

ッ
プ
見
出
し
は
「
日
赤

の
現
状
を
知
る
　
支
援

の
一
歩
を
踏
み
出
す
」

で
、
当
時
の
北
見
赤
十

字
病
院
の
決
算
を
調
べ

て
記
事
に
し
た
。

　
今
振
り
返
る
と
、
気

負
い
す
ぎ
で
は
と
気
恥

ず
か
し
い
思
い
で
す
。

　
あ
れ
か
ら
、
幾
多
の

人
々
と
会
で
の
出
逢
い

が
あ
り
、
ま
た
別
れ
が

あ
っ
た
。
本
紙
、
２
０

号
を
印
刷
所
に
送
る
に

あ
た
り
、
年
月
の
流
れ

を
感
じ
る
。

　
　
　
　
　（
逢
坂
記
）

　
１
９
３
５
（
昭
和
１

０
）年
１
１
月
３
０
日
、

日
本
赤
十
字
社
北
海
道

野
付
牛
療
院
が
開
院
。

病
長
・
医
学
博
士
三
宅

寅
ほ
か
７
名
、
看
護
師

３
０
名
、
木
造
２
階
建

て
８
７
０
余
坪
。
現
北

見
赤
十
字
病
院
の
始
ま

り
で
す
。
そ
の
後
、
何

回
か
増
改
築
を
行
い
、

病
院
は
進
化
し
て
き

た
。

　
２
０
１
４
（
平
成
２

６
）
年
１
２
月
１
日
、

新
病
院
が
旧
北
見
市
役

所
跡
地
に
開
院
す
る
。

　
近
代
的
設
備
で
安
心

安
全
な
最
新
の
治
療
を

め
ざ
し
て
、
地
域
医
療

の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
北
見
赤
十
字
病
院
の

そ
の
取
り
組
み
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
今
回
、

「
親
子
で
病
院
を
見
学
」

を
企
画
し
た
。

　
な
に
よ
り
も
尊
い

「
人
の
命
」
を
救
う
医

療
の
現
場
に
触
れ
、
一

人
で
も
多
く
の
子
供
た

ち
が
未
来
へ
の
夢
を
は

ぐ
く
む
、
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
ま
た
ご
家
庭
で
親

子
の
会
話
に
病
院
や
そ

の
仕
事
な
ど
が
話
題
に

な
る
こ
と
を
更
に
期
待

し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
が
、将
来
、

地
域
医
療
に
携
わ
る
人

材
確
保
の
小
さ
な
一
歩

に
な
れ
ば
と
思
い
を
は

せ
る
。

　
今
回
は
初
め
て
の
こ

と
な
の
で
、
病
院
周
辺

の
中
央
小
・
美
山
小
・

北
小
・
東
小
の
４
校
を

対
象
に
、
子
供
と
父
兄

の
２
０
組
を
募
集
し
ま

す
。

　
開
催
は
今
年
１
０
月

２
２
日
（
日
）
、
午
前

１
０
時
か
ら
１
０
０
分

間
の
予
定
で
す
。

　
８
月
下
旬
か
ら
各
学

校
を
通
じ
て
募
集
チ
ラ

シ
と
申
込
書
を
配
布
し

ま
す
。

（４）２０１７年（平成２９）年８月１７日（木）　機関紙 オホーツクの風 第００２０号 発行責任者 逢坂信治
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